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鷹南学園ＨＰ 

鷹南学園 

コミュニティ・スクール委員会だより 

 

中原小学校 

東台小学校 

第五中学校 

CS 事務局 
・各校副校長 
・各校主幹教諭（輪番） 
・SC※推進員 

（地域学校協働活動推進員） 

 

ゲストティーチャー 
人材サポート 

ホームページ 
委員会だより 

学園評価 
学校評価 

コミュニティ・スクール委員会 

学校運営協議会 

 【評価部】 

鷹南の保護者と地域の方々の声をく
みあげ、学園・学校の重点施策と環
境作りに繋げます。 
学園評価アンケートは今年度も
Web で行い、学校評価を定着さ
せ、皆さんに公開します。 

 【広報部】 

紙・電子媒体により、学園の情報を
少しでも多く、皆さんに発信してい
きます。コロナ禍で制限のあるイベ
ントなど、コンテンツの内容、提供
の仕方を工夫し、より楽しめる情報
をお届けします。 

※SC＝スクール・コミュニティ 三鷹市施策の学校を核とした構想。 

五  

  

 

 

 

鷹南学園も、ホストタウンとし

て「地域の課題解決に資するコミ

ュニティ・スクール」のテーマ

で、学園のこれまでのあゆみから

地域関連、日ごろの活動・成果な

どの発表をしました。 

当日は、残念ながらオンライン開催になってしまいま
したが、午前 10 時から午後４時までの長時間にわた
り、フォーラムが行われました。 

皆さまの支えに感謝！ 

第 5 代学園長 中原小学校長 内藤和巳

何ごとも明るく前向きに考えられる人でありたいもの

です。しかし周囲に自分を支えてくれる人がいなけれ

ば、なかなかそういう気持ちにはなれないと思います。 

何度も繰り返す新型コロナ感染症の波。ご家庭でもか

なり疲れがたまってきているのではないでしょうか。学

校においても出勤できない教職員がおり、担当教員以外

が授業をし、オンラインの対応もするという厳しい状況

が続いています。そういう中にあっても「子どもの学び

を止めない」ために「できることをしていく」というの

が本学園のスタンスです。そしてそれを可能にするの

は、皆さまの理解と協力です。本紙に CS 委員会が実施

した学校評価の結果が掲載されています。拝聴すべきご

意見のほかにも、感謝や激励の言葉をたくさんちょうだ

いしました。大いに勇気をいただきました。ありがとう

ございます。 

先日の CS 委員会では、新年度教育課程の審議が行わ

れ、承認をいただきました。皆さまの支えを一層の推進

力に変え、CS 委員会と一体となって令和 4 年度を実り

多きものにしていきます。 

地域の CS 委員会を目指します 

CS 委員会会長 吉田 仁

令和 3 年度を振り返ると、コロナ禍が続く中、CS 委員

会だけでなく、学校・地域の皆さまが伝統ある地域活動

や子どもたちへのサポートを継続するため、さまざまな

ご苦労や工夫をされた年であったと感じております。 

そのような状況にもかかわらず、学校や地域団体の皆

さまからは、学校支援ボランティアや熟議など、CS 委員

会の活動に多数のご協力をいただきました。ありがとう

ございました。 

また、先日の令和３年度学園評価アンケートでは、多

くの方から学園の活動に対して忌憚ないご意見をいただ

きました。結果と意見は学園の先生にお伝えしておりま

すが、より良い学園生活を作るためにどのような活動を

するべきかの重要な情報として活用します。 

CS 委員会は鷹南学園の運営に関して、意見を学園に伝

える機関ですが、地域の人たちが情報を持ち合い、地域

の活動がつながる場でもあります。 

令和４年度は、皆さまのご意見も踏まえ、活動がつな

がるCS委員会になるよう、より活動を工夫します。皆さ

まのご支援を今後ともお願いします。 

 

※写真には、他団体が一緒に写っているものもあります 


